
ＲＮ－４２使用 Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線モジュール評価キット 
ユニバーサル基板への取り付け時のご注意 

 
 
 
 
 
 
 
 
弊社販売のＲＮ－４２使用Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線モジュール評価キット（以後「評価キット」と表記）のピン

ピッチにつきまして、お客様からのご質問がございましたので、この場でご説明をさせていただきます。 
 
この評価キットのピンピッチは、縦（長）方向２．５４ｍｍのＩＣピッチですが、横（短）方向は 
２０．９９５ｍｍとなっておりまして２．５４ｍｍの倍数ではございません。 
 
これはマイクロチップ社のＲＮ－４２－ＥＫ（通販コード：Ｍ－０６８４８）に準拠させるためにこのようなピ

ッチになっております。 
 
したがいまして通常のピンヘッダなどを使用した場合、ユニバーサル基板にセットしようとするとピンや基板に

ストレスがかかる事がございます。 
 
・ブレッドボードなどを治具にして、ピンを立てた上でハンダ付けした場合、下図のように斜めになる場合が 
あります。 
 
 
 
 
 
 
 
 片側が斜めになっている                       反対側は比較的垂直 
 
これを回避する為には両端オスピンヘッダ（通販コード：Ｐ－００８６２など）２本と丸ピンＩＣソケット（Ｐ

－０３４７０など）を使用します。 
評価キット側に両端オスピンヘッダの太い方の足をなるべく真ん中に寄せて取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



基板側に丸ピンＩＣソケットを、なるべく外側に寄せて取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このようにする事でピンや基板にストレス無く取り付ける事が可能です。 
下記画像のようにピンとソケットを嵌合してから、垂直を確かめてハンダ付けすると良いでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これ以外の方法でも、お客様方で工夫して取り付けてくださいませ。 
                                 （株）秋月電子通商 技術部 


